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ア 化学と人間生活とのかかわり 

（ア）人間生活の中の化学 

日常生活や社会を支える物質の利用とその

製造の例を通して、化学に対する興味・関心

を高めること。 

 

（イ）化学とその役割 

日常生活や社会において物質が適切に使用

されている例を通して、化学が果たしている

役割を理解すること。 

 

 

イ 物質の探究 

（ア）単体・化合物・混合物 

物質の分離・精製や元素の確認などの実験

を通して、単体、化合物及び混合物について

理解するとともに、実験における基本操作と

物質を探究する方法を身に付けること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（イ）熱運動と物質の三態 

粒子の熱運動と温度及び物質の三態変化と

の関係について理解すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・金属やプラスチックは、それらの特性を生かし

て加工され利用されていることを理解する。 

・使用済みの金属やプラスチックが、回収後、再

利用されるまでの過程を理解する。 

 

・洗剤の成分と化学的な働きについて理解する。 

・洗剤の使用量に適切な量があることの理由を理

解する。 

 

 

 

・ある混合物を分離するのに、ろ過、蒸留、抽出、

再結晶及びクロマトグラフィーの中から、適切

な方法を選ぶことができる。 

・炎色反応や沈殿反応から成分元素を特定できる。 

・身の回りの物質を、単体・化合物・混合物に分

類することができる。 

・代表的な同素体の名称を挙げ、それら構造の違

いと性質の違いについて説明できる。 

 

 

 

 

 

 

 

・物質を構成する粒子は熱運動しており、温度が

高くなると熱運動が激しくなることを理解する。 

・物質の状態は、粒子の熱運動及び粒子間に働く

力の大小で決まることを理解する。 

・物理変化と化学変化の違いについて理解する。 

・気体分子のエネルギーには一定の分布が存在す

ることを知る。 

・絶対温度について理解し、絶対温度とセルシウ

ス温度を相互に換算できる。 
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ア 物質の構成粒子 

（ア）原子の構造 

原子の構造及び陽子、中性子、電子の性質

を理解すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（イ）電子配置と周期表 

元素の周期律及び原子の電子配置と周期表

の族や周期との関係について理解すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 物質と化学結合 

（ア）イオンとイオン結合 

イオンの生成を電子配置と関連付けて理解

すること。また、イオン結合及びイオン結合

でできた物質の性質を理解すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・原子と原子核の大きさを適切に表現できる。 

・陽子･中性子･電子の電荷及びそれらの質量比に

ついて理解する。 

・原子番号や質量数から陽子･中性子･電子の数を

求めることができる。 

・放射性同位体の日常生活における利用例につい

て知る。 

 

 

 

 

 

・原子番号20までの元素記号及び、主要な金属元

素の元素記号が書ける。 

・電子殻について理解し、原子番号20までの原子

の電子配置を、電子殻を用いて表現できる。 

・希ガスが安定な電子配置であることを理解する。 

・原子番号 20までの原子の価電子の数を求めるこ 

とができる。 

・周期表(族・周期)について理解し、典型元素の１、

２、17、18族の同族元素の性質が類似している

ことを電子配置から理解する。 

 

 

・単原子イオンの生成を電子配置から説明できる。 

・主要なイオン式を書ける。 

・イオン結合は、陽イオンと陰イオンの静電気的

な引力で生じることを理解し、一般に金属元素

と非金属元素はイオン結合を作りやすいことを

知る。 

・陽イオンと陰イオンが結び付く比を理解し、イ

オンからなる物質の組成式を作ることができ

る。 

・イオン結晶の性質を理解する。 

・代表的なイオン結晶の名前とその用途を挙げる

ことができる。 

 

 



教科：理  科 科目：化学基礎                       様式１                                                                     
 

学習指導要領 都立田園調布高校 学力スタンダード「応用」 
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（イ）金属と金属結合 

金属結合及び金属の性質を理解すること。 

 

 

 

 

 

 

 

（ウ）分子と共有結合 

共有結合を電子配置と関連付けて理解する

こと。また、分子からなる物質の性質を理解

すること。 

 

 

 

 

 

 

 

ア 物質量と化学反応式 

（ア）物質量 

物質量と粒子数、質量、気体の体積との関

係について理解すること。 

 

 

 

 

 

 

 

（イ）化学反応式 

化学反応式は化学反応に関与する物質とそ

の量的関係を表すことを理解すること。 

 

 

 

 

 

・自由電子は、価電子が原子に共有されたもので

あることを理解する。 

・金属の電気伝導性・熱伝導性・展性・延性等の

性質は、自由電子が関係していることを理解す

る。 

・代表的な合金の名前と用途及び合金にした方が

有利である理由を知る。 

 

 

・電子式と構造式を使って、分子を表現できる。 

・価電子と、共有電子対・非共有電子対について

理解する。 

・NH4+ やH3O+の配位結合ができる仕組みを理解

する。 

・結合の極性が生じる理由について理解する。 

・主要分子について分子の形と分子の極性の有

無がわかる。 

・代表的な共有結合の結晶及び高分子化合物の高

分子化合物の構造と用途を知る。 

 

・相対質量と原子量について理解し、相対質量と

存在比から原子量を求めることができる。 

・与えられた原子量を用いて分子量・式量を求め

ることができる。物質量と質量の関係を理解し

換算ができる。 

・アボガドロの法則を理解し、気体の体積・物質

量・粒子数・気体の質量の変換ができる。 

・溶質の質量と溶液の質量から重量パーセント濃

度を求めることができる。溶質の質量と溶液の

体積からモル濃度を求めることができる。 

 

・反応物と生成物が分子式やイオン式で与えられ

ているとき、化学反応式を書くことができる。 

・化学反応式の係数比が物質量比に対応している

ことを理解する。 

・化学反応式から、反応に関与する物質量・分子

の数・物質の質量・物質の体積を求めることが

できる。 



教科：理  科 科目：化学基礎                       様式１                                                                     
 

 


